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商工連ながの

　農産物直売所では四季折々の野菜が並ぶほか、村内特産品をお買い求めいただけます。秋に
は青木村産の松茸を求めて連日多くのお客様が訪れます。隣接する “ふるさと公園あおき” は
複合遊具・健康遊具・公園一周お散歩コース・ドッグランなどがある大型公園です。ドクター
ヘリの着陸場でもあり、防災・救急医療における重要な拠点でもあります。� （青木村商工会）

道の駅あおき



商工連ながの R6.8月号● 2

新任役員

　

商
工
連
は
令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
５
月
27
日
（
月
）
松
本

市
「
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
書
、
決
算
書
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
間
瀬
一
朗
会
長
が
再
任
さ
れ
、

新
任
の
副
会
長
４
名
と
と
も
に
新
た
な
役
員
体
制
と
な
り
ま
し

た
。（
役
員
名
簿
参
照
）

　

議
事
終
了
後
、
退
任
す
る
役
員
を
代
表
し
て
副
会
長
、
専
務

理
事
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
新
役
員
を
代
表

し
間
瀬
会
長
か
ら
「
第
２
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
、
様
々

な
補
助
金
制
度
、
経
済
対
策
等
の
課
題
を
選
ば
れ
た
理
事
を
中

心
に
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
間
瀬
一朗
会
長
を
再
任

商
工
連
通
常
総
会

長野県商工会連合会役員名簿
令和６年５月27日改選

（敬称略）
役　名 氏　　名 商 工 会 支部等

会　 長 間
ま

　瀬
せ

　一
い ち

　朗
ろ う 信 濃 町 全　県

副 会 長 浦
う ら

　野
の

　喜
き

　芳
よ し 立 科 町 東　信

〃 堀
ほ り

　　　政
ま さ

　則
の り 高 森 町 南　信

〃 重
し げ

　野
の

　幸
ゆ き

　永
の り 木 曽 町 中　信

〃 手
て

　塚
づ か

　清
き よ

　春
は る 信 州 新 町 北　信

専務理事 中
な か

　村
む ら

　正
ま さ

　人
と 商 工 連

理 事 鈴
す ず

　木
き

　　　誠
まこと 臼 田 町 佐　久

〃 中
な か

　里
さ と

　順
じゅん

　一
い ち 軽 井 沢 町 佐　久

〃 小
こ み や ま

宮山　陽
よ う

　一
い ち 上 田 市 上　小

〃 牛
う し

　山
や ま

　德
の り

　康
や す 原　　 村 諏　訪

〃 檀
だ ん

　原
ば ら

　隆
た か

　宣
の ぶ 辰 野 町 上伊那

〃 小
お

　澤
ざ わ

　　　悟
さとる 大 鹿 村 南信州

〃 大
お お

　平
だいら

　敏
と し

　一
か ず 喬 木 村 南信州

〃 半
は ん

　坂
ざ か

　純
す み

　孝
た か 大 桑 村 木　曽

〃 髙
た か

　橋
は し

　秀
ひ で

　生
お 安 曇 野 市 安　筑

〃 木
き

　藤
と う

　利
と し

　光
み つ 松本市波田 安　筑

〃 今
い ま

　井
い

　頌
しょう

　治
じ 小 谷 村 北安曇

〃 西
に し

　宮
み や

　登
と

喜
き

男
お 長 野 市 長野･北信

〃 石
い し

　井
い

　治
じ

　郎
ろ う 戸倉上山田 長野･北信

〃 宮
み や

　崎
ざ き

　正
ま さ

　毅
き 木 島 平 村 長野･北信

〃 小
こ

　松
ま つ

　聡
さ と

　志
し 原　　 村 県青連

〃 小
こ

　松
ま つ

　ちよ子
こ 箕 輪 町 県女性連

監  事 岩
い わ

　下
し た

　勇
い さ

　雄
お 青 木 村 東　信

〃 唐
か ら

　木
き

　　　章
あきら 伊 那 市 南　信

〃 平
ひ ら

　林
ばやし

　　　悟
さとる 松 川 村 中　信

＊任期　令和９年５月の通常総会開催日まで



　県女性連は５月９日（木）長野市「シャトレーゼホテ
ル長野」において、令和６年度通常総会及びリーダー研
修会を開催し、約120名が出席しました。

　通常総会では、提出された５議案
すべて原案どおり承認可決されまし
た。任期満了に伴う役員改選では、新
会長に小松ちよ子さん（箕輪町）が
選出され、新たな役員体制がスター
トしました。
　議事終了後、令和５年度部員増強

運動の実績優良表彰が行われ、箕輪町、長野市、小谷村、
戸倉上山田、南牧村の計５女性部が表彰されました。
　併せて開催した主張発表大会では、県下４地区の代表
として小野寺みどりさん（軽井沢町）、村澤道代さん（高
森町）、小林枝保里さん（麻績村）、西
澤恵子さん（信州新町）が主張発表を
行いました。
　審査の結果、最優秀賞は村澤道代さ
んとなり、７月に栃木県で開催される
関東ブロック大会へ県代表として出場

することになりました。
　研修会では落語家「快楽亭狂志」こ
と中村雅則さんを講師にお迎えし、

「地域と女性の関わりについて～今日
も笑って前向きに～」と題して、落
語を交えた、本業である教職の立場
から見た情勢の話などの講演が行われ、
参加者は熱心に聴講していました。
 　　　関ブロ女性部主張発表大会で最優秀賞に
　７月９日（火）栃木県「宇都宮市文化会館」において、
関東ブロック商工会女性部交流研修会が開催されまし
た。主張発表大会では、県代表の高森町商工会女性部の
村澤道代さんが「女性部活動と地域振興・まちづくり～
私たちのチャレンジからアクションを起こそう！～」と
題し、児童虐待のない社会の実現をめざすオレンジリボ
ン運動や、児童相談所虐待対応ダイヤル189（いちはやく）
の周知活動が女性部から町全体に広がったことについ
て発表し、見事最優秀賞に輝きました。10月に三重県で
開催される全国大会に関東ブロック代表として出場し
ます。

新役員代表挨拶を行う
小松新会長

高森町　村澤道代氏

講演を行う
中村雅則氏

女性部 令和６年度県女性連通常総会・リーダー研修会開催

3 ●商工連ながの R6.8月号

　県商工会壮青年部は６月６日（木）
商工連応接室において令和６年度通
常総会を開催し、提出された３議案
すべてが承認されました。
　総会終了後、商工連の間瀬会長と
中村専務理事を交えた座談会におい
て、今後の壮青年部の役割と活動について活発な意見交

換が行われました。今年度の活動方針としては経営に結
び付く事業と部員の団結を高めるための事業の２本立
てで進めることとなりました。また、現状の経営課題を
話し合う中で、貴重な現場の意見も多く出たことから今
後は意見活動や提言活動も積極的に行っていくことと
なりました。

壮青年部 令和６年度県商工会壮青年部通常総会・研修会開催

重盛秀敏部長

　県青連は５月14日（火）長野市「ホテルメトロポリタ
ン長野」において、令和６年度通常総会及びリーダー研
修会を開催し、66名の出席がありました。
　通常総会では、提出された３議案すべて原案どおり承
認可決されました。小松聡志会長からは、９月に開催さ
れる「関東ブロック商工会青年部連絡協議会令和６年度
長野大会」に向けて一丸となって取り組んでいく決意表
明がされました。

　議事終了後、令和５年度
部員増強運動の実績優良表
彰が行われ、原村と阿南町
の２青年部に感謝状と報奨
金が贈呈されました。
　リーダー研修会では、㈱
人間力経営 代表取締役の
坂本篤彦氏を講師に迎え、

「次世代トップリーダーに求められる
『人間力』」と題してご講演いただきま
した。自社が提供できる真の価値「コ
ア・バリュー」の明確化や、経営に
おける「不易流行」の実践など、多
くの気付きを与えていただき、参加
者は熱心に聴講していました。

原村商工会青年部　部員増強運動表彰

講演を行う
坂本篤彦氏

青年部

県青連通常総会

令和６年度県青連通常総会・リーダー研修会開催

速報
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　酒類販売を営む商店の納品書・請求書発行システムの更新を支援しま
した。同社では伝票発行に長年使用してきた専用システム機器が老朽化
により故障が多くなったため、既存パソコンとプリンターを活かした安
価な代替システムの導入を検討していました。しかし話を聞く中で、市
販の販売管理ソフトは同社にとって不必要な機能が多く、また操作方法
を一から習得するのが難しいことが分かりました。そこでMicrosoft 
Excelを使い納品書発行、入金・返品履歴および買掛金残高の管理、請求
書発行など同社が必要としている機能に絞った簡易版システムを作成・
提供したところ、結果として設備投資することなく今まで通り業務を継
続することができました。このように商工連「専門相談員（DX担当)に
よるIT利活用応援プログラム」では、小規模事業者の皆様向けに柔軟か
つ最適な課題解決方法をご提案しますので、ぜひお気軽に
商工会へお申込みください。

　　 商工連HP「専門相談員（DX担当)によるIT利活用応援プログラム」→

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第９回）

小さな会社の
　業務効率化を
　　　支援します
～事例紹介～

　令和６年６月に、商工連ホームページ上にスポーツ合宿誘致推進事業の一環として「宿泊施設情報」専用ペー
ジを開設し、132件の登録事業者を掲載しています。長野県学習旅行ナビのホームページともリンクしており、
大学や実業団チームが宿泊施設を検索するのに便利なほか、一般のお客様もご覧いただける内容となってい
ます。
　今後も引き続き、スポーツ合宿の受け入れを希望する事業者を募集しております。ご興味の
ある方は、最寄りの商工会へお気軽にお問い合わせください。

商工連ＨＰ「スポーツ合宿誘致推進事業 「宿泊施設情報」専用ページ」→

 スポーツ合宿誘致推進事業
 「宿泊施設情報」専用ページ開設のお知らせ

商工会・商工連

宿泊事業者の売上アップ・集客拡大

データベース化

宿泊事業者

■ステップ１　

■ステップ２

■ステップ３ スポーツ合宿誘致推進事業アドバイザー
（※）

商工連
ホームページ掲載

「宿泊施設情報」の提供

大学・実業団への
合宿誘致活動 「宿泊施設情報」の公開

登録支援

合宿団体が求めているサービスの提案・アドバイス

営業・広報

スポーツ合宿誘致推進事業フロー図

※元実業団チーム監督・味の素ナショナル
トレーニングセンターに勤務する専門家

長野県観光機構
銀座NAGANO

長野県学習旅行誘致推進協議会

A　宿泊施設情報の収集 B 「Airbnb」登録
（※1棟貸しシステム）



　

弊
社
は
１
９
７
２
年
建
築
内
装
会
社
「
㈲
イ

ン
テ
リ
ア
い
ち
か
わ
」
と
し
て
創
業
。
そ
の
後

２
０
０
０
年
に
入
り
建
設
、
建
築
会
社
と
し
て

業
務
内
容
の
変
更
に
伴
い
「
㈲
ハ
ー
ト
ス
テ
ー

ジ
」
に
社
名
変
更
を
行
い
以
後
、
不
動
産
会
社

「
ア
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
㈱
」、
人
工
大
理
石
加
工
会

社
「
Ｉ
's
ク
ラ
フ
ト
㈱
」
を
創
設
し
ハ
ー
ト
ス

テ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
３
社
に
よ
る
運
営
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
は
再
構
築
補
助
金
制
度
を
活
用

し
ハ
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
内
に
管
理
事
業
部
を
発
足

し
、
特
に
空
き
家
管
理
を
中
心
と
し
た
事
業
展

開
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
県
内
に
お
け

る
空
き
家
数
は
19
万
７
０
０
０
戸
、
空
き
家
率

は
19
・
６
％
で
全
国
３
位
で
す
。
私
の
地
元
、

佐
久
市
内
で
も
佐
久
平
駅
を
中
心
に
人
口
は
集

中
し
、
郊
外
で
は
過
疎
化
に
伴
う
空
き
家
が
多

く
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

空
き
家
が
多
く
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
現

在
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は

防
災
、
防
犯
、
衛
生
、
景
観
と
い
っ
た
生
活
環

境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

中
に
は
所
有
者
が
管
理
放
棄
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は
管
理
し
た
く
て
も
で

き
な
い
現
実
（
時
間
的
余
裕
、
体
力
的
、
居
住

地
か
ら
の
距
離
、
金
銭
的
）
が
あ
る
為
で
あ
り

ま
す
。
実
際
、
空
き
家
の
所
有
者
は
40
～
60
歳

代
が
多
く
、
管
理
に
は
時
間
的
、
金
銭
的
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
弊
社
管
理
事
業
部
で
は
建
築
、
不
動

産
の
プ
ロ
の
目
線
か
ら
空
き
家
を
維
持
管
理
し
、

資
産
価
値
を
保
ち
つ
つ
、
利
活
用
も
考
え
た
管

理
事
業
「
信
州
空
き
家
の
窓
口
」
を
開
設
し
建

築
施
工
管
理
技
士
、
空
き
家
相
談
士
、
宅
建
士

と
い
っ
た
専
門
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
毎

月
物
件
を
直
接
確
認
作
業
し
、
所
有
者
に
画
像

と
共
に
状
況
報
告
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
同
時
に
所
有
者
は
何
時

で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
空
き
家
の
状
況
報
告

を
確
認
で
き
、
不
要
な
空
き
家
は

利
活
用
（
賃
貸
か
ら
売
却
ま
で
）

と
し
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
類
似
し
た
業
務
を
行
っ

て
い
る
企
業
は
県
内
に
も
存
在

し
て
お
り
ま
す
が
、
他
社
と
の
差

別
化
と
し
て
、
弊
社
の
管
理
費

は
月
額
１
、１
０
０
円（
税
込
み
）

と
所
有
者
の
金
銭
負
担
が
大
変

小
さ
く
、
気
軽
に
安
心
し
て
依

頼
で
き
る
こ
と
か
ら
県
内
及
び

県
外
か
ら
の
需
要
も
多
く
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
管
理
費
を
低

く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

要
因
と
し
て
は
建
築
専
門
家
に

よ
る
建
物
の
注
視
確
認
や
ク
ラ
ウ
ド
を
使
用
し

た
管
理
報
告
に
よ
り
時
間
的
効
率
化
の
徹
底
を

図
る
こ
と
で
安
価
な
管
理
費
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
業
務
範
囲
は
長
野
県
内
全

域
と
大
変
広
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
問
題

と
称
さ
れ
る
空
き
家
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
所
有
者
の
負
の
財
産
で
は
な
く
、
資

産
価
値
を
維
持
で
き
る
物
と
し
て
管
理
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
放
置
す
れ
ば
空
き
家
、管
理
す
れ
ば
宝
物
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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経
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
現
状

　

白
馬
村
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
取
り
組

ん
だ
の
は
、
１
９
９
８
年
長
野
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
直
後
の
こ
と
。
白
馬
商
工
会
が
発
起

人
と
な
っ
て
、
２
０
０
１
年
に
「
白
馬
村
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
手

始
め
に
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
白
馬
村
の
営
業

事
務
所
を
開
設
。
そ
の
後
、
日
本
政
府
観
光

局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
や
北
陸
信
越
運
輸
局
と
の

連
携
に
よ
る
豪
州
、
北
米
、
北
欧
等
へ
の
情

報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
に
来
場
し
た
外

国
人
観
光
客
は
、
約
40
万
人
で
統
計
開
始
以

降
最
高
を
記
録
し
、
ス
キ
ー
場
利
用
者
の
約

4
割
を
占
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
人
利

用
者
は
ピ
ー
ク
時
の
4
分
の
１
に
激
減
し
て

い
ま
す
。

　

旅
館
業
法
の
許
可
軒
数
は
１
、０
０
０
軒
を

超
え
、
そ
の
内
、
約
２
０
０
軒
は
外
国
人
の

経
営
施
設
と
推
測
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
投
資

が
急
増
し
、
外
国
人
企
業
が
参
入
す
る
一
方

で
、
令
和
５
年
度
の
当
会
会
員
を
見
て
も
、
宿

泊
業
で
９
名
の
新
規
加
入
は
あ
っ
た
も
の
の
、

18
名
が
廃
業
に
よ
り
退
会
と
い
う
状
況
で
、
旅

館
、
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
等
個
人
事
業
者
の

廃
業
が
こ
の
10
数
年
で
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
解
決
に
む
け
て
　

　「
事
業
承
継
支
援
事
業
」
に
着
手

　

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
在
に
よ
る

廃
業
や
、
外
国
人
投
資
家
に
よ
る
高
額
な
取

引
等
に
よ
り
、
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
事

業
者
の
減
少
が
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、「
事
業
承
継
支
援
事
業
」
を
重
点

事
業
に
加
え
て
、
令
和
5
年
度
は
、
事
業
承

継
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
も
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
催
し
、
併
せ
て
県
、
村
、
商
工
会
の
連
携

に
よ
り
、約
１
、２
６
３
事
業
者
を
対
象
に
「
長

野
県
承
継
状
況
調
査
」
を
実
施
し
、
事
業
者

の
承
継
準
備
状
況
の
把
握
を
行
い
、
今
後
の

個
別
の
事
業
者
支
援
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

「
創
業
支
援
事
業
」の
継
続
し
た
取
り
組
み

　

村
と
商
工
会
で
は
、「
産
業
競
争
力
強
化
法

に
基
づ
く
特
定
創
業
支
援
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、
販

路
開
拓
等
の
創
業
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル

を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た
め
に
「
創
業
塾
」
を

実
施
し
今
年
度
で
10
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
受
講
者
は
３
２
７
名
で
、
村

外
の
受
講
者
が
3
割
を
占
め
、
白
馬
に
移
住

し
新
た
に
創
業
を
予
定
の
方
々
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
創
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し

て
、
創
業
塾
修
了
者
に
対
し
て
、
起
業
を
支

援
す
る
補
助
金
制
度
「
起
業
者
支
援
事
業
補

助
金
」（
補
助
率
2
分
の
1
、上
限
１
０
０
万
円
）

が
あ
り
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
43
人
に
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

 

事
業
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
糧
に

　

昨
年
の
創
業
塾
を
修
了
し
創
業
し
た
方
か

ら
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
Ａ
さ
ん
）「
村
の
補
助
金
に
釣
ら
れ
て
受
講
し

ま
し
た
が
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
、
自
分
の

強
み
、
商
品
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
異
業
種
の
方
々
と
の
交
流
は

気
づ
き
と
刺
激
を
い
た
だ
き
、
人
は
財
産
と

い
う
創
業
塾
で
の
教
え
を
実
感
し
た
。」

（
Ｂ
さ
ん
）「
自
分
の
事
業
に
合
っ
た
経
営
の
考

え
、
販
促
方
法
等
を
学
び
起
業
す
る
こ
と
へ

の
自
覚
や
今
や
る
べ
き
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
。」

（
Ｃ
さ
ん
）「
創
業
塾
に
参
加
し
て
多
く
の
仲
間

と
出
会
い
、
創
業
を
後
押
し
す
る
力
に
な
っ

た
。」

　

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
糧
に
、
事
業
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
「
創
業
支
援
な
ら
白
馬

商
工
会
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
引
き
続
き

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

創業塾　グループワーク

行
政
と
共
に
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
目
指
し
て

外国人で賑わうスキー場

商
工
会
は
い
ま
─
Vol.135

中信
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昨
年
、「
そ
れ
っ
て
パ
ク
リ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

と
い
う
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ

は
「
知
的
財
産
権
」
や
「
弁
理
士
」
を
取
り
上
げ
た

稀
有
な
ド
ラ
マ
で
し
た（
笑
）。「
チ
テ
キ
ザ
イ
サ
ン
？

ベ
ン
リ
シ
？
な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
？
」
と
い
う
経
営
者

の
方
も
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

（
大
き
な
間
違
い
で
し
た
ら
嬉
し
い
の
で
す
が
）。
日

本
は
技
術
開
発
に
は
と
て
も
熱
心
に
取
り
組
み
ま
す

が
、
権
利
と
し
て
保
護
・
活
用
す
る
こ
と
が
下
手
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し

い
技
術
や
産
品
を
開
発
し
て
も
他
国
に
抜
か
れ
て
昨

今
の
貧
乏
国
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
が「
知
的
財
産
権
」

に
つ
い
て
の
認
識
不
足
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 　

そ
こ
で
、
製
品
・
商
品
に
関
わ
る
「
知
的
財
産
権
」

を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
「
商
標
権
」
は
、
製
品
・
商
品
名
、
サ
ー
ビ
ス
や

会
社
名
な
ど
の
目
印
を
他
人
の
模
倣
か
ら
守
り
、
お

客
さ
ん
の
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
権
利

で
す
。
車
や
化
粧
品
を
選
ぶ
と
き
何
が
頭
に
浮
か
び

ま
す
か
？
メ
ー
カ
ー
名
や
、
車
や
化
粧
品
の
名
称
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
ら
は
「
商
標
権
」
で
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
図
１
の
左
下
の
「
特
許
権
」
は
、

割
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
製
品

の
工
夫
・
ア
イ
デ
ア
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
右
下
の

「
意
匠
権
」
は
製
品
の
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
い
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
れ
ば
売
上
げ
は
伸

び
ま
す
。
技
術
的
に
は
優
れ
て
い
て
も
デ
ザ
イ
ン
や

名
称
が
悪
い
と
売
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
、

全
て
国
が
審
査
し
た
上
で
「
独
占
し
て
儲
け
て
い
い

よ
」
と
の
お
墨
付
き
を
与
え
た
も
の
で
す
。
製
品
を

世
に
出
す
と
き
は
、「
知
的
財
産
権
」
を
多
角
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
知
的
財
産
権
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
以
下
の

よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

対
外
効
果
と
し
て
、
直
接
的
に
は
、
製
品
を
市
場

に
出
し
た
と
き
、
他
人
の
商
標
権
な
ど
を
侵
害
し
な

い
で
済
む
、
と
い
う
安
心
・
安
全
な
事
業
の
遂
行
を

可
能
と
し
ま
す
。
類
似
品
の
市
場
参
入
を
防
止
し
た

り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
っ
て
儲
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
社
の
優
秀
さ
を
「
特
許
権
」
や
「
意

匠
権
」
で
見
え
る
化
し
、
金
融
機
関
や
入
社
希
望
者

の
評
価
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

対
内
効
果
と
し
て
、「
特
許
権
」「
意
匠
権
」
な
ど

の
権
利
取
得
で
報
酬
や
表
彰
を
す
る
こ
と
で
社
員
の

や
る
気
を
引
き
出
し
た
り
、
日
本
で
唯
一
の
「
商
標

権
」
で
社
員
の
一
体
感
を
高
め
た
り
、
市
場
独
占
や

ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
る
売
上
げ
に
よ
っ
て
技
術
開
発
や

知
的
財
産
権
取
得
の
資
金
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
企
業
と
対
等
な
関
係
に
な
り
、
安
値
や

納
期
で
虐
め
ら
れ
ず
に
仕
事
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
貴
社
の
「
知
的
財
産
権
」
を
確
認
・
確
保
し

て
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
改
良
で
も「
特
許
権
」

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
技
術
的
に
は
従
来
の
も

の
で
も
「
意
匠
権
」
で
売
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
、貴
社
の
魅
力
的
な
製
品
や
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
目
印
を
「
商
標
権
」
で
守
っ
て
お
客
様

の
信
頼
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
「
弁

理
士
」
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
製
品
・
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
決
し
て
「
パ
ク
ら
せ
ま
せ
ん
！
」

図１
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制
度
が
作
ら
れ
た
背
景

　

�　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、相
続
し
た
不
動
産
を

登
記
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
る
制
度
が
不
動
産
登

記
法
の
中
に
定
め
ら
れ
て
、施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
�　

こ
れ
ま
で
、遺
産
分
割
協
議
を
す
る
か
否
か
は
自

由
で
し
た
。ま
た
、遺
産
分
割
協
議
で
不
動
産
を
取

得
し
て
も
、そ
の
登
記
を
す
る
こ
と
は
義
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、亡
く
な
っ
た
人
の
名

義
の
ま
ま
、放
置
さ
れ
た
土
地
、建
物
が
多
数
出
現

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
って
、所
有
者

が
不
明
と
な
っ
た
り
、現
在
の
所
有
者
の
確
認
が
著

し
く
困
難
と
な
っ
て
、ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
た
り
、不
法

侵
入
者
が
現
れ
治
安
が
悪
化
し
た
り
、ま
た
、買
収

が
で
き
ず
公
共
事
業
が
滞
る
等
、不
都
合
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

�　

所
有
者
不
明
不
動
産
、放
置
不
動
産
を
解
決
す

る
た
め
の一つ
の
方
策
と
し
て
、相
続
登
記
義
務
化
の

法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

制
度
の
内
容

　
　

そ
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

�　

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、取
得
を
知
っ
た

日
か
ら「
３
年
以
内
」に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

�　

こ
の
規
程
は
、施
行
日
の
令
和
６
年
４
月
１
日
以

前
の
相
続
に
つい
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。そ
の
場
合
、

「
３
年
以
内
」と
は
、施
行
日
と
取
得
を
知
っ
た
日
と

の
ど
ち
ら
か
遅
い
日
か
ら
計
算
し
ま
す
。

　

�　
「
取
得
を
知
っ
た
」と
は
、相
続
人
と
な
っ
た
こ
と

を
知
る
こ
と（
父
母
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
死
亡

し
た
こ
と
を
知
れ
ば
、相
続
人
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。）お
よ
び
、遺
産
に
不
動
産
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
す
。

罰
則

　

�　

正
当
な
理
由
の
な
い
申
請
漏
れ
に
は
10
万
円
以

下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

�　

相
続
が
複
雑
と
な
っ
て
い
て
面
倒
に
な
り
、費
用

も
多
額
に
掛
か
る
場
合
、10
万
円
以
下
の
過
料
な
ら

そ
れ
を
支
払
って
登
記
を
放
置
し
て
お
い
た
方
が
得

だ
と
の
考
え
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、不
動
産
１
筆
毎
に
10
万
円
の
過
料
が
科
せ
ら
れ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
お
り
と
す
る
と
、

遺
産
の
不
動
産
が
多
数
あ
れ
ば
、過
料
の
額
も
か
な

り
高
額
と
な
り
ま
す
。

救
済
制
度

　
相
続
人
申
告
登
記
の
制
度

　

�　

遺
産
分
割
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
等
に
よ
り
３

年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
が
で
き
な
い
場
合
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
れ
な
の
に
過
料
を
科
せ
ら

れ
る
の
は
酷
で
す
か
ら
救
済
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
が
相
続
人
申
告
登
記
制
度
で
す
。

　
　

そ
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

�　

相
続
人
は
、単
独
で
、自
分
が
登
記
名
義
人
の
相

続
人
で
あ
る
こ
と
を
法
務
局
に
申
告
で
き
ま
す
。申

告
す
れ
ば
、登
記
官
が
申
請
者
の
氏
名
住
所
等
を

職
権
で
登
記
し
ま
す
。し
か
し
、相
続
分
は
登
記
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
申
請
を
す
れ
ば
過
料
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
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「
使
う
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
お
箸

を
作
り
な
さ
い
」
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
理

念
と
、
信
州
の
名
工
に
も
選
ば
れ
た
技
術
を

継
承
し
、
日
々
探
求
心
を
忘
れ
ず
、
お
箸
と

今
も
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

当
店
は
、
創
業
約
70
年
、
箸
製
造
一
筋
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
令
和
の
大
嘗
祭
で
使
用
し
た
神
饌

用
具
を
納
品
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
や
県
な
ど
の
行
事
で
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
創
業
70
年
の

歴
史
は
あ
る
も
の
の
、
問
屋
、
加
工
業
者
に

向
け
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
為
、
一
般
的
に

当
店
を
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
お
箸
と
言
っ
て
も
そ
の
種
類
は
、
使

用
す
る
目
的
や
使
う
人
の
好
み
に
よ
っ
て
無

限
大
に
あ
る
た
め
、
で
き
る
限
り
お
客
様
の

ご
要
望
に
応
じ
た
お
箸
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
材
料
と
な
る

木
材
の
産
地
で
す
。
工
場
が
あ
る
上
松
町
は
、

20
年
に
一
度
伊
勢
神
宮
で
行
わ
れ
る
『
式
年

遷
宮
』
に
ご
神
木
を
お
出
し
し
て
い
る
ブ
ラ

ン
ド
木「
木
曽
ひ
の
き
」の
里
で
す
。
来
年
に

は
そ
の
ご
神
木
を
切
り
出
す「
御
杣
始
祭（
み

そ
ま
は
じ
め
さ
い
）」が
催
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。
使
用
し
て
い
る
材
料
は
、
ひ
の
き
以
外

の
樹
種
も
全
て
長
野
県
産
材
を
使
用
し
、
購

入
の
際
に
は
出
荷
証
明
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
で
誇
り
を
持
っ
て
素

材
と
向
き
合
い
、
お
客
様
と
向
き
合
う
た
め

の
私
な
り
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

　

長
年
、
箸
作
り
を
行
う
中
で
、
持
ち
手
が

六
角
形
で
箸
先
に
向
か
っ
て
テ
ー
パ
ー
状
に

な
る
お
箸
を
も
っ
と
効
率
的
に
で
き
な
い

か
？
と
考
え
試
作
開
発
に
つ
い
て
２
年
前
、

上
松
町
商
工
会
さ
ん
に
ご
相
談
し
、
補
助
事

業
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
申
請
し
た
と
こ
ろ
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
一
般
の
お

客
様
へ
直
接
販
売
を
行
う
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
し
い
ロ
ゴ
を
作
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
昨
年
か
ら

は
、
商
談
会
な
ど
に
も
参
加
し
、

バ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
商
談

か
ら
新
し
い
気
付
き
が
生
ま
れ
、

新
た
な
企
画
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
々
代
よ
り
こ
の

地
で
事
業
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
気
持
ち
か
ら
、
地
域

活
性
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思

い
で
、
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る

御
杣
始
祭
に
向
け
て
、『
御
神

箸
』の
販
売
も
計
画
中
で
す
。

　

こ
の
２
年
間
で
、
当
店
の
環

境
は
か
な
り
変
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
保
守
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
多
角
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
工
場
で
は
１
か
月
約
５
万
膳
か
ら
10
万

膳
の
お
箸
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
大
口
受

注
が
可
能
な
箸
製
造
業
者
は
、
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
の
要
因
に

人
手
不
足
、
担
い
手
不
足
が
あ
り
、
そ
の
影

響
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
決
し
て

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
産
量
を
維
持
す
る
こ
と
は
お
客
様
と
の

信
頼
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
高
齢
者

雇
用
、
障
が
い
者
雇
用
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
障
が
い
者
の
方
に
安
全
に
働
い
て
い
た

だ
く
た
め
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、

現
在
は
戦
力
と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

お
箸
は
日
本
の
食
文
化
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
食
器
の
１
つ

で
す
。
箸
づ
く
り
に
従
事
す
る
者

と
し
て
、
守
り
続
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
先
代
か
ら
の
教
え
を
守

り
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

注目 Vol.139

この　に人
木下 健吾さん
上松町商工会

工場の仲間と

木下商店製箸所木下商店製箸所

住所／木曽郡上松町大字小川見帰2041-1
TEL／0264-52-2701
ＨＰ／https://kinoshita-hashi.jp/

木下商店製箸所

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

新商品陳列棚（道の駅日義木曽駒高原）

材料の目利き

令和元年 大嘗祭神饌用具

新しいロゴとホームページのQR



商工連ながの R6.8月号● 10

能登半島地震被災地（石川県）への職員応援派遣活動報告
　能登半島地震により被災した中小・小規模事業者等を支援するため、以下のとおり６月末までに延べ11人
の職員を派遣し、事業再開に向けた補助金申請の支援や資金繰りに関する相談対応にあたりました。

　第１次派遣（令和６年２月19日（月）～２月22日（木））門前町商工会、富来商工会　２人派遣
　第２次派遣（３月４日（月）～３月29日（金））能登事業者支援センター　４人派遣
　第３次派遣（４月15日（月）～４月19日（金））能登事業者支援センター　１人派遣
　第４次派遣（５月20日（月）～５月31日（金））能登町商工会　２人派遣
　第５次派遣（６月10日（月）～６月28日（金））能登事業者支援センター　２人派遣

震災から５か月が経過しましたが、復旧・復興にはまだ時間を要する状況です。７月以降も要請に応じて職
員を派遣し引き続き、被災事業者の支援に全力を尽くしてまいります。

商 工 会 を 元 気 に
―商工会議員懇談会総会―

　超党派の長野県議会議員による商工会支援組織「商工会議員懇
談会」は６月28日（金）に長野市で令和６年度総会を開催しました。
組織強化を目的に新たに３人の幹事を加え13人体制で小規模事
業者支援強化に取組むことが確認されました。続いて、５年度
の事業報告、６年度の事業計画等が承認され、商工連の重点事業、
地域の状況について意見が交わされました。

会　長　　服部　宏昭（長野・北信）
副会長　　宮澤　敏文（北安曇)
幹事長　　小池　清　（南信州）
幹　事　　丸山　栄一（長野・北信）
幹　事　　依田　明善（佐久）
幹　事　　小池　久長（諏訪）
幹　事　　大畑　俊隆（木曽）
幹　事　　川上　信彦（南信州）
幹　事　　清水　正康（上伊那）
幹　事　　山田　英喜（上小）
幹事（新）　寺沢　功希（安筑）
幹事（新）　竹内　正美（長野・北信）
幹事（新）　垣内　将邦（上伊那）

経営支援事例発表大会を開催
　６月７日（金）木曽町「木曽町文化交流センター」
において、商工会・商工会連合会職員で構成され
る長野県商工会職員協議会と長野県商工会連合会
の共催で経営支援事例発表大会が開催されました。
職員の持つ経営ノウハウ・経験の共有化及び蓄積、
モチベーション向上、商工会による事業者支援実
績のアピールの観点から、経営支援活動における
優れた事例の発表の場を設けることを目的とし開
催されました。

　東南中北信の各ブロックの代表者４名が、発表を行い、支援者としての熱い想いを
伝えました。
　５名の審査委員による厳正な審査の結果、「創業支援」と題して、キッチンカーでク
レープの移動販売を創業する事業者の支援に関する発表を行った松原佑樹主任経営支
援員（東御市商工会）が最優秀賞を受賞しました。松原主任は、「1人で獲れた賞ではな
く、事業者さんに頼っていただいたことで獲得できた賞。1番伝えたかったのは、発
表の最後にあった何のために働いているかを意識することで、日々の仕事が変わって
くるということです。」と受賞後に語りました。

お知ら
せ

お 知ら
せ

お 知ら
せ

表彰式の様子

最優秀賞　松原佑樹氏

商工会議員懇談会総会

  商工会議員懇談会
  所属県議会議員名簿（担当支部） （敬称略）
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根
羽
村
は
矢や
は
ぎ
が
わ

作
川
の
清
ら
か
な
水
が
湧
き

出
る
源
流
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
、
森
林
が

90
％
以
上
を
占
め
る
自
然
豊
か
な
村
で
す
。

矢
作
川
を
囲
む
小お
ど
な
け
い
こ
く

戸
名
渓
谷
は
四
季
折
々
の

美
し
い
景
色
で
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
、
特

に
紅
葉
の
時
期
に
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

賑
わ
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
る
当

村
で
は
あ
る
も
の
の
、
山
に

人
の
手
が
入
ら
な
い
と
山
は

崩
れ
、
川
の
流
れ
は
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
営
々
と
築

か
れ
て
き
た
下
流
と
の
つ
な

が
り
を
な
く
さ
な
い
為
に
も
、

村
民
は
村
を
あ
げ
て
自
然
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
で

も
下
流
の
地
で
あ
る
安あ
ん
じ
ょ
う
し

城
市

と
の
交
流
は
根
付
い
て
お
り
、

両
地
域
は
強
い
絆
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
に
行
わ
れ
る
子

供
た
ち
の
魚
釣
り
大
会
な
ど

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の

活
気
に
も
な
り
、
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

川
が
綺
麗
な
こ
と
も
あ
り
一

般
の
釣
り
人
も
多
く
訪
れ
、

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
釣
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

根
羽
村
の
歴
史
と
し
て
は

武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
地
と
い

う
こ
と
が
特
に
有
名
で
す
。
信

玄
は
三
河
の
野
田
城
攻
撃
中

に
肺
肝
を
患
い
、
根
羽
村
で
臨

終
を
迎
え
た
と
伝
わ
っ
て
お

り
、
根
羽
村
に
は
信
玄
塚
と
い

う
信
玄
を
祀
っ
た
祠
、
信
玄
騎

馬
隊
を
描
い
た
大
き
な
壁
画

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

見
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
観

光
客
も
多
く
お
り
、
歴
史
が
好

き
な
方
に
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
中ち
ゅ
う
ま
か
い
ど
う

馬
街
道
と
い
う
江

戸
時
代
に
信
州
と
三
河
を
つ

な
い
だ
道
が
根
羽
村
を
通
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
や

地
域
お
こ
し
に
繋
げ
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
も
盛
ん
で
す
。

最
盛
期
に
は
民
宿
や
商
店
が

多
く
立
ち
並
び
、
道
行
く
人
々

の
休
息
の
地
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
一
部
の
建
物
や
道
は
残
り
、
そ
の
面

影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

根
羽
村
に
来
た
際
に
は
信
玄
に
ま
つ
わ
る

ス
ポ
ッ
ト
、
温
か
い
村
人
が
出
迎
え
て
く
れ

る
商
店
や
飲
食
店
、
樹
齢
１
０
０
０
年
を
超

す「
月
瀬
の
大
杉
」、
昔
話
の
残
る「
亀
甲
岩
」、

黒
龍
の
伝
説
が
あ
り
今
で
も
大
切
に
さ
れ
て

い
る「
釜か
ま

ヶが

入い
り

の
甌お
う
け
つ穴
」、
そ
し
て
道
中
広
が

る
自
然
に
癒
さ
れ
る
観
光
を
す
る
の
が
お
す

す
め
で
す
。
ま
た
夜
に
は
日
本
一
の
星
空
が

空
一
面
に
輝
き
、
初
め
て
見
た
人
た
ち
は
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
う
ほ
ど
の
景
色
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

自
然
、
歴
史
、
物
流
を
つ
な
い
で
き
た
根

羽
村
は
不
況
の
時
代
に
も
負
け
な
い
村
人
た

ち
に
よ
っ
て
今
後
も
次
の
世
代
へ
と
「
根
羽

村
」
と
い
う
財
産
を
残
し
て
い
く
た
め
尽
力

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
源
流
の
里
で
あ
る

根
羽
村
に
癒
さ
れ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

源
　流
　の
　里

　　　　　　根
　羽
　村

Vol.49
根羽村商工会
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商工連ながの R6.8月号● 12

　問題点や改善点が見つかった場合、解決方法についてもサポートいたします

保険相談の流れ

  街の保険ショップや相談窓口は敷居が高い！
  でも、今加入している保険のことがよくわからない！
  そんな会員の皆さまの声にお応えした「オンライン保険相談」を、
  随時受け付けています。
  ご自身、ご家族のため、また大切な従業員のために、保険相談を
  受けてみませんか？

商工会の

好評受付中 !好評受付中 !オンラインオンライン保険相談保険相談

③�ご加入の保険証券
または内容のわか
るものを商工会職
員にお渡しくださ
い。

⑤�商工会に来会いただき、パソ
コン上で資料を見ていただき
ながら内容の説明やアドバイ
スをさせていただきます。質
問等もお受けします。

①�商工会職員に保険
相談ご希望の日時
等をご相談くださ
い。

②�日程が決まり
ましたら商工
会より連絡い
たします。

④�ご加入の保障内容を分
析し、内容の一覧表や
保障グラフを作成しま
す。（少しお時間をいた
だきます）

中小企業倒産防止共済制度に係る中小企業倒産防止共済制度に係る
税制の特例に関する内容の変更について税制の特例に関する内容の変更について
　令和６年10月１日以降に共済契約を解約し、再度共済契約を締結（再加入）
する場合、その解約の日から２年を経過する日までの間に支出する掛金につ
いては、必要経費または損金に算入できなくなります。

経営セーフティ共済

（参考：改正イメージ）

加入 解約

損金算入可能
となる期間
（１回目）

損金算入可能
となる期間
（２回目）

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（２年間）

引用元：中小機構発行「商工共済ニュース」2024年春号（通巻551号）


